
様式３

学校番号

令和 7 年度　　学校評価書　　　（　実施段階　）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

                                                      中高一貫教育により、たくましく自ら励み、未来を拓く人材を育成する学校

　　中高一貫した教育課程や学習環境のもとで、多様な研修や産学官連携による個に応じた教育活動を通じて、主体性や協調性、粘り強くチャレンジする力を育成し、地域や国際社会をリードしていく人材を育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に関する方針）

・文武両道に励み、自ら精進する力の育成。
・新たな価値を創造する、探究力の育成。
・自己の可能性を最大限に広げ、夢や志の実現のために粘り強くチャレンジする力の育成。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に関する方針）

・幅広い教養と真の学力を育成する質の高い授業を展開。
・中高一貫教育校にしかない教育活動を展開。
・選択制修学旅行、国内研修など生徒の興味・関心を喚起し、可能性を広げる学校行事を展開。
・大学･企業･地域との連携を深め、個別最適な学びを提供。
・一人ひとりの進路希望に応じたクラス編成、キャリア教育の展開（学習記録帳『夢に向かって』の活用）。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに関する方針）

・主体的に考え、自ら決定し、率先して行動する人物。
・文武両道を実践する人物。
・高い目標を掲げ、その実現に向けて粘り強く努力する人物。
・周囲の人や社会のために貢献する意欲を持った次世代のリーダーとなる人物。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標

　主体性を伸ばす生徒支援

　凡事徹底による人格の陶冶

　学校満足度、職場満足度の向上

具体的目標

生徒の主体性を重視した学校行事や部活動をとおして非認知能力を育成し、達成感や充実感を味わわせることにより、自己肯定感や自己有用感を高める。

３年間を見通した学習指導体制の強化と教育相談体制の整備を推進することにより、多様な進路希望に対応し、目標達成を支援する。

ボランティア活動や地域貢献活動への積極的な参加を促すことにより、環境や周囲の人々への感謝と思いやりの心を醸成する。

生徒の自主性を尊重した学習活動や探究活動を奨励・支援し、問題解決能力やコミュニケーション能力を育成する。

たゆまぬ授業改善を行うことにより、生徒の学習意欲を高め、自ら進んで真理を追究する気質を育成する。

業務の最適化による働き方改革を推進し、安全で安心な職場環境を作ることにより、心身ともに健全で健康な職員集団を形成する。

　鳳雛祭や体育祭等の学校行事は地域と
の連携を深めながら年々進化をとげ、生徒
実行委員会が主体となって行事を運営し、
成功へ導いた。
　１人１台端末は授業だけでなく、「総合的
な探究の時間」にも活用され、「個別最適な
学び」の推進が図られたが、更なる活用を
図る必要がある。オンラインの活用につい
ては授業だけでなく、式典等においても効
果的に活用することで効果をあげたので、
対面とオンラインの併用を今後も継続する
必要がある。
　不登校生徒等配慮を要する生徒の増加、
生徒指導上の諸問題の複雑化、進路目標
の多様化に伴い、きめの細かい生徒一人
一人に寄り添った指導・支援が必要であ
る。配慮を要する生徒の対応や生徒指導
上の諸問題については、外部の専門家や
機関と連携しながら問題解決を図る必要が
ある。
　中高一貫校として、異校種交流による学
年・校務分掌の弾力化や一体化を行い、こ
れまで以上に中・高の連携を強化すること
が課題である。

A

福岡県立 宗像 高等学校
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授業スタイルはここ数年で大き
く変化しているが、１人１台端
末や生成ＡＩの活用を通じて、
生徒主体の授業、双方向の授
業をなお一層推進してもらいた
い。

宗像中学校・宗像高等学校の
魅力や取組が外部に十分届い
ていないため、対外発信力を
強化してもらいたい。

生徒指導課

生徒の学校行事や部活動
への主体的・積極的な参加
を奨励し、生徒一人一人の
学校満足度の高揚を図る。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

環境整備を行い、多様化する生徒全員が達成感や充実感を感じられるようにする。

一人一台端末を活用し、進路実現をしやすい学びの環境を整える。

中高で連携を図りながら儀式・式典等の行事を円滑に実施する。

式典等において、対面実施とオンライン実施の両方を効果的に活用していく。

広報課

宗像高校の魅力を発信し、
今まで以上に効果的な広
報活動を展開する。

多くの生徒が学校行事や地域の
活動にを主体的に参加すること
ができた。

生徒が学力の伸びを実感するこ
とができた。１人１台端末の活用
を更に推進する。

PTA活動において、全体的には
円滑に運営ができたとの結果で
あった。

生徒の学校生活の充実について
は不満足という生徒は少なく、と
くに問題はなかった。

中高一体型の学校案内は高
評価であった。（職員アン
ケート）

校外活動に参加した生徒の
満足度はとても高かった。
（参加者アンケート）

体育祭や鳳雛祭後のアン
ケート結果では、学校への帰
属意識や重質間の高まりが
見られた。

毎月のアンケートを通して、
自他の言動を振り返り、内省
することにつながった。

高い規範意識と自律の精
神、感謝と思いやりの心を
もった生徒の育成を目指
す。

Ａ

Ａ

生徒の健康に対する意識
向上を図り、心身ともに健
康で安心した学校生活を送
ることができるよう、生活環
境を整える。

A

A

具体的方策

学習指導をとおした生徒の人格の形成に全教科で取り組む。

地域や近隣の高校・大学と
連携を図り、地域貢献活動
に積極的に取り組む。

Ａ

Ｂ

学校生活の満足度や生活習
慣の確立ができている生徒
の割合は高かった。

校内美化への意識の向上や
感染症対策への積極的な姿
勢がアンケートから見られ
た。

感謝と思いやりをもって、主
体的に清掃や美化活動に
努める生徒を育み、保健衛
生環境を整える。

A

３年間を見とおし、学年や教科を超えて協力した学習指導を支援する。

学年や他分掌と連携し、中高が一体となったＰＴＡ活動を企画・実施する。

教室等の机脚等の環境を整備し、生徒の学習環境を整える。
企画庶務課

教育目標につながる、式典
やＰＴＡの活動を企画・実施
する。

Ａ

Ａ

A

A

評価項目 具体的目標

Ａ

生徒や職員の学校生活の
充実に資する活動を展開
する。

Ａ

３年間を見通した指導体制
の強化を図り、多様な進路
希望の達成を支援する。

A

A

Ａ

学校関係者評価
学校関係者評価委員会

からの意見

奨学金等の周知に努め、生徒の進路設計を支援する。

職員室等の環境を整備し、職場環境を整える。

ホームページやＳＮＳによる事前告知や情報をタイムリーに更新する。

中学校への情報を発信し、学校訪問等の広報活動を強化する。

体験入学や学校説明の内容を充実させる。

生徒会を軸にボランティア等への参加を積極的に促す。

様々な分野の方々と積極的に交流し、学校の魅力のアピールと発信を行う。

宗像市、高校・大学と連携を図り、地域へ貢献する。

生徒が自らの目標に向け努力を重ねる中で、達成感や充実感を得られるように支援する。

生徒一人一人が集団における自己の役割を自覚し、帰属意識を高められるよう導く。

生徒一人一人に寄り添い、生徒理解に努めることで、生徒が自己肯定感や自己有用感を高
められるよう支援する。

評価（３月）

進路指導課

興味・関心、資質・能力を
踏まえた進路目標を定め、
その達成に向け努力を重
ねる生徒を育成する。

A

保健環境課

進路を見据え努力を重ねて
いる様子がアンケート結果か
ら伺えた。

「スタサプキャンペーン」など
を利用し、自己の課題に向き
合えている生徒が一定数い
ることが確認された。

教育計画課

本年度の重点目標を実現
するため教育計画について
研究する。

B

A
幅広い教養の獲得を促す
学習指導の充実を図る。

A

校内での活動についてはおおむね参加しやすい
状況となっているが，地域貢献活動など地域を誇
りに思える活動の土台作りが不足している。

３年間（６年間）を見通した学習指導の整備が不
十分であった。進路指導課と連携しながら本校の
育成したい生徒像に向かって支援を行う。

生徒が学校行事等に主体的に参加しやすい教育計画を作成する。

地域貢献活動等に参加し、誇りや愛着をもちやすい環境を整備する。

年内入試に対して学年を超えて指導する体制が
整いつつある。公務員志望者等に対する指導も
含め、内容や指導方法等の引き継ぎを行う。

儀式・式典の運営（オンライン含め）について役割
分担しながら円滑な運営ができた。一方で、ＰＴＡ
役員中心の主体的運営の促進ができなかった。

奨学金等の早期周知につとめ、円滑な広報活動
ができた。職員室の設備面等においては、具体
的な解決策が見出せなかった。

学校案内完成目標を５月に据え、より早期から中
高の発信を行う。5月～10月で月1回「宗高体験
Day」を設定し、本校体験の機会を創出する。

広報活動の予算確保（デバイス購入等）が必要。
校外活動や地域との交流活動の情報発信の頻
度と質を高めることが今後の課題。

生徒総会や生徒会からの意見を整理し、改善策
を積極的に模索した。次年度は、学校行事の狙
いをより明確化してスクールポリシーの実践につ
なげる。

校則の見直しや必要性について生徒会と話し合
いを行った。次年度は、校則やマナーについて、
学校全体で共通認識を深めていく。

生徒情報交換会を行い、全職員で生徒情報の共
有することができた。次年度は各学期ごとに生徒
情報を効率よく集約共有できる体制を整える。

生徒主体の保健・美化活動を展開できた。清掃マ
ニュアルの改訂や清掃活動への意識の向上につ
いての取組を行う必要がある。

「夢に向かって」の意義について、職員間で再確
認できた。次年度は、自学の時間をより有意義に
活用していくよう働きかける。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

美化委員会、環境委員会の活動を活発化し、主体的に環境保全に取り組む姿勢を育む。

保健委員会の活動を広く伝えることで、感染症対策や保健衛生活動の浸透を図る。

「夢に向かって」の活用を促し、進路実現に不可欠な学習習慣の定着を意識づける。

スタディサプリの講座一覧や活用例を提示し、習熟度に応じた活用ができるように促す。

模試結果等を進路選択や的を絞った学力補充に生かせるように各学年で分析し、全体で共
有する。

年内入試に向けた指導の在り方を再検討する。

オンラインシステム推進者を配置し、学年・教科と連携して活用の推進を図る。

小論文指導の枠組みを改変する。

オンライン併用など、円滑な式
典運営に尽力している。今後
は、PTA役員の負担軽減や広
報の工夫を通じ、保護者が参
画しやすい仕組み作りを期待
したい。

家庭と連携し、時間管理やSNSの利用、交通ルール・マナーの遵守など、生徒の適切な意
思決定・行動選択の力を育む。

周囲の環境への感謝の気持ちや思いやりある態度、配慮ある行動を取れるよう自己指導
の能力を育成する。

生徒一人一人が自ら進んで挨拶をし、互いにコミュニケーションを図り、明るく健康的に学校
生活を送れるように支援する。

生徒情報について細かく把握し、確実に共有することにより、適切な指導体制の構築に繋
げる。

スクールカウンセリングの相談活動を有効的に活用するなどして、生徒のニーズに合わせ
て、支援体制を柔軟に整える。

外部機関との連携を強化し、有効活用することをとおして、適切な生徒対応、保護者対応を
行う。

校内美化をはじめとした環境保全活動に積極的に参加させ、学校や地域への感謝の気持
ちを育む。

B

A

A

A

不登校生徒や配慮を要する生
徒に対する支援を外部と連携
しながら、これまで以上にきめ
細かく取り組んでもらいたい。
校則については、伝統を重んじ
つつも、生徒の意見を聞いて
時代にあったものに見直しても
らいたい。

自己管理や自学自習の質の向
上を促すと同時に、蓄積された
指導ノウハウを「個人の経験」
に留めず、体系的に引き継ぐ
仕組み作りが重要。多様化す
る進路指導の支援も含め、全
校一丸となった継続的な指導
体制の強化を期待したい。

生徒が息苦しさを感じず、いき
いきと学校生活を送ることがで
きるように、生徒一人ひとりに
寄り添う組織的な支援体制強
化を期待したい。
　保健・美化活動がにおいて改
訂マニュアルをきっかけに、生
徒自身が「環境を整える意義」
を再確認できるような、指導の
継続を期待したい。
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秋の図書館祭において、読
書会の生徒のアンケートは
高評価だった。

学校生活アンケートにより、
概ね学校生活が充実してい
るようである。

進路や特集コーナーの活用により生徒の興味を
ひく書籍の紹介ができた。更に、進路・小論文・特
集コーナーののラインアップを強化する。

図書課

職員・生徒のリクエストこた
え、書籍を収集することがで
きた。

A

Ａ

第１学年

学習習慣を整え、自ら学習
に取り組む姿勢を養う。

学年・選書委員会・キャリア教育課と連携する。

図書館にある書籍・情報を紹介・案内し、探究的な学びを支援する。

生徒の主体的な学びを支援す
る「学習情報センター」としての
機能を充実・向上させる。

Ｂ

各図書館行事を通して、読書に対する関心を高
めることができた。広報活動を充実させ、継続的・
主体的な読書活動に結び付ける。

中堅学年としての自覚と協調性を高め、鳳雛祭、
体育祭、修学旅行等の行事を通じて更なる集団
意識と自覚の醸成を図る。

Ａ

Ａ

生徒及び図書委員会の協働的
な活動を促す取組をし、「読書
センター」としての機能を強化
する。

生徒及び図書委員会の活動や成果物を発表・評価する機会を作る。

授業や図書館行事をとおして、主体的な読書活動を奨励する。

図書館行事をとおして、生徒及び図書委員会の協働的な学びを有意義なものとする。

時間管理、清掃、あいさつをきちんと行う態度を養う。

部活動や生徒会活動への積極的な加入を促し、協働性やコミュニケーション力の育成を図
る。

毎日の学校生活をとおして、自己の役割を認識させ、達成感や責任感の育成を図る。

「夢に向かって」を活用して、予習・授業・復習のサイクルを定着・充実させる。

主体的に学ぶことの有用性を体感させ、目指す自己の実現に向けて学習する態度を育成
する。

「総合的な探究の時間」をとおして、自ら問いを立て、粘り強く考え続ける態度を育成する。

学校生活アンケート
自学自習時間調査により、学
習習慣の定着が課題であ
る。

志を立て、基本的生活習慣
の確立を図り、自己を向上
させる態度を育成する。

Ａ

キャリア教育課

教員間の連携を密にし、
「総合的な探究の時間」で
の活動が生徒の進路選択
やキャリア形成に深く関わ
るよう支援する。

B

「個別最適な学び」と「協働
的な学び」の実現に向けた
授業改善の推進

A

中間発表と本発表を設けることにより、生徒の課題解決能力やプレゼンテーション能力、コ
ミュニケーション能力を伸ばす。

「総合的な探究の時間」での探究活動が文理選択や卒業後の進路に直結することを、デー
タ（卒業生の推薦入試の傾向等）を用いて示す。

大学等との連携事業を活用し、大学出前講座や看護などの職業体験、大学OB訪問の場を
提供する。

宗像市役所との連携事業を総合的な探究の時間に取り入れ、生徒が地元企業と関われる
機会を作る。

ボランティア活動の場を年間をとおして提供し、幅広い経験を将来のキャリアに結び付ける
機会を与える。

生徒の実態や本校の現状を踏まえた職員研修を企画・実施する。

１人１台端末の活用等について情報を収集し、職員間で共有する。

他分掌と連携し、観点別評価のさらなる充実を図る。

授業アンケートを年２回実施し、個々の授業改善を図る。

全教科共通のテーマによる研究授業を実施する。

職員研修において研究協議を実施し、教科の枠を超えて授業実践を共有する。

本校の探究の在り方について協議はできたが、
まだ未完成であり、今後も検討が必要。

サポート体制（予算・時間・アドバイザー）の充実
を図りながら外部教育資源の活用計画を組み上
げていく。

小論文・総探・観点別評価など喫緊のニーズに応
じた研修を実施することができた。研修内容のさ
らなる充実を図る必要がある。

A

生徒の多様な希望進路に対応
すべく、積極的な外部連携（大
学，行政，企業など）を行い、
生徒が自らのキャリアについて
考える場を多く提供する。

A

研修課

教育改革への対応と喫緊
の課題解決に向けた職員
研修の実施、情報収集

A

「総合的な探究の時間」の意義と目的を教員と生徒で共有する。１年次のゼミをパッケージ
化し、成果のあるものを次年度以降も継続する。

A

A

行事を通じた協働的な学びと
一人一人に寄り添った個別最
適な指導の両立に期待してい
ます。特に、面談指導やICT活
用を、学年全体で体系化しよう
とする指導の質の向上に向け
た取組を継続して欲しい。

A
テーマ設定や意識付けを行うことで、充実した公
開授業、研究協議を実施することができた。次年
度は、アンケート内容の検討、イマージョン教育
の充実も図っていく必要がある。

個別最適な指導と学習環境整備の強化のため、
個別面談、習熟度別指導の拡大、難関大志望者
への対応など、スタサプの活用を含め、学年全体
で体系的に指導する。

A

A

生徒アンケートで「自身の興
味・関心などをもとに、研究
テーマを設定し取り組むこと
ができた」と感じた生徒が過
半数いた

出前講座・看護体験を通じて
進路意識の変化が見られ
た。
次年度も市役所との連携を
継続することができた。

研修に参加できなかった先
生方向けに議事録、動画撮
影を行った。

授業アンケートや研究協議
の内容をまとめることで授業
改善につなげることができ
た。

外部アドバイザー等の生きた
知見を組み込み、生徒が社会
との繋がりを生かし、他者と協
力しながら最適解を見いだして
いく生徒を育成してもらいた
い。また、自国の文化等を十分
に理解したうえで、多様性を尊
重することができるグローバル
な視点を持った生徒を育成して
もらいたい。

進路や小論文対策といった生
徒のニーズに即した特集を企
画し、着実に成果を上げてい
る。学習支援の場として機能さ
せ、生徒が主体的に本を手に
取る仕組み作りを期待したい。

教育現場の喫緊の課題に即し
た、明確なテーマ設定が教職
員間の意識共有に寄与したこ
とが伺える。今後は、研修の成
果が授業改善や生徒の変容に
つながり教育活動がより一層
充実することを望む。
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A

B

A

B

A

B

A

B

B

A

B

A

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

学校行事を振り返るアンケー
トでは、生徒の満足度は高
かった。

日常の挨拶や出席への意識を高める指導に重点
をおき、学年全体が模範となる姿勢を育成すると
ともに、主体的に動くリーダー層の拡大を図る。

A

A 面談や「夢に向かって」の活用、総合的な探究の
時間などを通して生徒の視野を広げ、学習意欲
や進路意識の向上を図る必要がある。

多様な入試制度の早期周知と進路決定者の指
導、「夢に向かって」の活用や学習計画提示を通
して、３年間を見通した組織的支援体制を整え
る。

第３学年

第２学年

すべての教員によるあらゆる場面での声かけをとおして、自らの甘さに流されず、己を律す
ることができる生徒を育成する。

生徒の主体性や責任感は向上してきているが、
生徒同士で啓発し高め合うところまで昇華させ、
最高学年としての自覚を持たせたい。

高校中堅学年として、先輩
を支え、後輩の模範となる
品格とたくましさを醸成す
る。

礼儀・礼節を重んじ、規律ある生活を日々意識させる。

学校生活アンケート、自学自
習時間調査において、着実
に数字が伸びた。

A
学校生活アンケートでは、学
校生活の充実度が高かっ
た。

目指す自分の姿を明確に
し、進路実現に向けた学習
体制を確立させる。

B

各行事や日常の学校生活をとおして、お互いのことを思いやる豊かな人間性を身につけさ
せる。

総合的な探究の時間への取組みが自己実現につながるように指導する。

最高学年かつ学校のリーダーとしてふさわしい行動を学校生活・行事・部活動等で示す。

学習時間のアンケートでは、
自ら進んで学習する姿勢に
課題があることがわかった。

最高学年としての自覚と誇
りを持ち、主体的に行動す
る態度を育成する。

A

学校関係者評価

・１人１台端末や生成ＡＩを積極的かつ効果的に活用しながら、教師の役割を「ティーチング」から「コーチング」へシフトし、生徒主体の授業への転換を図る。

・増加する不登校生徒の対応や配慮が必要な生徒の対応については、外部の専門家や機関と連携しながら適切な対応や支援を実施する。

・中高を通じた探究プログラムの体系化を図り、答えのない問いを教員と生徒がともに考え、グローバルな視点で課題解決に挑む人材を育成する。

・働き方改革を推進し、徹底した業務削減を図り、業務の偏りを平準化し、一人ひとりの教職員が生徒と向き合える体制を構築する。学校評価書はＫＰＩ（重要業績評価指標）を導入し、評価の見える化を図る。

・県立高校のネットワークをいかしながら、県立高校としての強みを発信し、「宗像から世界へ」をスローガンに世界に通用する人材を育成する。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

日々の学習や学校行事に
意欲をもって取り組み、学
校の中心として活躍する姿
勢を養う。

B

面談や「夢に向かって」を活用して、生徒自身が志高く、目標までの道程を描けるよう支援す
る。

進路の実現に必要な学習量を確保するための情報発信・仕掛けを行う。

部活動、生徒会活動、学校行事などの諸活動において、中心的存在としてのリーダーシッ
プ、フォロワーシップを育成する。

一日の中で達成感や有用感を常に感じられるような取り組みを取り入れ、日々の学校生活
を大切にする姿勢を養う。

「夢に向かって」を活用して自己管理能力を育て、生活のリズムを整えつつ意欲的に学習に
励む姿勢を育む。

学習指導、教育相談体制を整備し、自らの進路を意識しながら、目標に向かって主体的に
励むことができるようにする。

「総合的な探究の時間」を活用して、自らの視野を広げながら、様々な知見と問題解決能力
を育成する。

面談や「夢に向かって」等の既
存の手段を、生徒が自らの生
き方を深く見つめ直す「対話の
場」として活用するととともに、
探究学習の充実を図り、実社
会との接点を意識しながら生
徒の視野を広げて欲しい。

組織的支援による進路実現の
指導を継続して欲しい。また、
リーダー層の拡大を通じ、指導
に頼るだけでなく、生徒が自立
して集団を高めていく自治の力
がさらに発揮されることを期待
します。

A

A
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